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研究分野：英語教育学 
科研費の分科・細目：言語学・外国語教育 
キーワード： (1) 学習者言語 (2) 言語テスト (3) エラー分析 (4) 習得度診断              
(5)第 2 言語習得 (6)CEFR (7) 学習者コーパス (8)到達度指標 
 
１．研究計画の概要 

本研究の目的は，以下の通り。 
(1) 英語学習者データを大量に収集電子化し

た「英語学習者コーパス」をもとに，学
習者の語彙・文法エラーに関する情報を
コーパスから系統的に抽出 

(2) それらの学習レベル別の特徴を分析 
(3) 分析結果をもとに言語テスト作成を行う

方法論を確立 
(4) テストの試作品を作成・検証 
 
２．研究の進捗状況 
これまでに、JEFLL Corpus（中高生約１

万人の英作文コーパス）に正解文を対応付け
したデータに対して、投野が Edit distance 
という手法を用いた誤り同定の解析を試し、
和泉が RASP という構文解析器でタグ付与
したものの差分取り出しのプログラムを開
発した。 

昨年度は、これらの分析結果を反映したプ
ロトタイプのテストを試作するに当たり、ど
のような言語特性が言語能力の弁別力が高
いかを見るために、根岸・投野・長沼・工藤
が Cambridge ESOL と連携して推進してい
るEnglish Profile Programmeのために収集
した作文データを分析した。この分析に当た
っては、各作文データにおける言語特性の出
現をチェック・リストに記録しており、これ
をテスト項目への反応として扱い、項目分析
を行う予定である。本年度は、項目分析から
明らかになる、弁別力の高い項目を入れ込ん
だ新しいかたちの英語の習得段階を見るテ
ストを開発する予定。 

English Profile Programme の成果をもと
にした phrasal verbs の習得度テストに関し

てはすでにこれを作成し、データの収集・分
析を行った。Cambridge ESOL が保有する学
習者コーパスをもとになされた phrasal 
verbs の CEFR のレベル判断は、部分的なデ
ータの欠損などもあり、一部は担当者により
主観的になされている。本プロジェクトで作
成・実施した phrasal verb test および教科書
分析の結果から、これらの判断の妥当性を検
証し、 Phrasal verb の CEFR レベル判定を
精密化した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
(1) 学習者コーパスに基づく分析は、ほぼ予
定通り進行している。 
(2) Phrasal verb test の開発は、ほぼ終了し、
海外でもこれを利用したデータ収集が行わ
れている。 
(3) 英語の習得段階を見るテストは、テスト
項目の候補が現在挙がりつつあるが、これら
が新型テストの中で有効に機能するかは、今
後の結果次第である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 弁別力の高い言語特性を同定する。 
(2) 弁別力の高い言語特性を含んだテスト
のパイロット版を作成する。 
(3) パイロット版を実施し、改良を重ね、最
終版を作成する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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